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有機溶剤取扱い職場の健康障害防止対策

中央労働災害防止協会

中部安全衛生サービスセンター

衛生管理士 鹿島 聡子

令和３年 年間標語

「健康と安全作業を積み重ね
築くゼロ災 みんなの誇り」

「令和2年度VOC排出抑制及びPCB廃棄物の適正な処理促進に関するセミナー」
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１．有機溶剤の概要
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有機溶剤とは

① 有機溶剤とは、他の物質を溶かす性質を持つ有機化合物
の総称であり、様々な職場で、溶剤として塗装、洗浄、印刷な
どの作業に幅広く使用されている。

② 有機溶剤は常温では液体ですが、一般に揮発性が高いた
め、蒸気となって作業者の呼吸を通じて体内に吸収されやす
く、また、油脂に溶ける性質であることから皮膚からも吸収さ
れる。

③ 取扱いを誤ると作業者の健康に大きな障害を与えることが
あり、不適切な取扱いによる事故も数多く発生している。
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規制の対象となる有機溶剤、作業

・ 有機溶剤にはさまざまなものがあり、国はそのうちの54種類を
「有機溶剤中毒予防規則」（以下「有機則」）において規制対象と
している。

・ 有機溶剤とは、有機溶剤または有機溶剤含有物（塗料、インキ
等）をいいます。

有機溶剤含有物：
有機溶剤と有機溶剤以外の物との混合物で、有機溶剤の
含有率が５％（重量パーセント）を超えるもの

・ 有機則では、１２の業務を有機溶剤業務として
列挙しています。
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主な有機溶剤中毒の症状と原因物質

毒性 疾患・症状 有機溶剤
共通 中枢神経系 頭痛、めまい、意識障害 ほとんどの有機溶剤

皮膚粘膜刺激 皮膚炎、角化、亀裂、 ほとんどの有機溶剤

特異

造血器障害 貧血 ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

肝障害 肝実質障害 塩化炭化水素類

腎障害 蛋白尿、腎硬化症 塩化炭化水素類

末梢神経障害 多発性神経炎 ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ、ﾒﾁﾙﾌﾞﾁﾙ
ｹﾄﾝ、二硫化炭素

視神経障害 視力低下、失明 ﾒﾀﾉｰﾙ、酢酸ﾒﾁﾙ

血管障害 網膜細動脈瘤 二硫化炭素

生殖毒性 静止減少、無月経 2-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ
発がん性 ﾄﾘｸﾛﾙｴﾁﾚﾝ、N,N-ｼﾞﾒ

ﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ

精神障害 意識障害、精神異常 二硫化炭素



中災防 7

２．有機溶剤取扱い職場に
おける健康障害防止対策
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労働衛生管理

作業環境管理

【設備・職場】

作業管理

【作業方法】
健康管理
【人】

労働衛生教育

総括管理体制

３ 管 理

５ 管 理
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有機溶剤等の危険有害性の確認と周知

メーカー

譲渡・提供者の義務

・容器等へのラベル表示
・SDSの交付 ユーザーである事業者の義務

①ラベル表示、SDSによる適切な管理
・有機溶剤の種類、含有率、有害性の確認
・SDSの危険有害性情報に基づくリスク
アセスメントの実施
（例：コントロールバンディングの導入）

②労働者への危険有害性情報の周知
・教育、事業場内表示
・SDSの掲示等

ラベル

化学品

SDS
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•詳しい情報は
SDSにある。品

物に添付されな
いことあり。 •どちらの情報

を使おうか？

•ラベルは品物
に必ず添付。
量は少ないが
情報は一通り

あり

• ラベル、SDSともに製品に関する情報

• 状況に応じて使う
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GHSラベル要素の配置

•厚労省・経産省「GHS対応：化管法・安衛法・劇毒法におけるラベル表示・SDS提供制度」ﾘｰﾌﾚｯﾄ2017.11より

化学品の名称 •1

•2

•3

•4

•5

•6
供給者を特定す

る情報

注意喚起語

ピクトグラム

危険有害性情報

注意書き

日本語で記載
すること

JIS-Z-7253、及び厚労省平成

18年10月20日付け基安化発

第1020001号

•本事例はJIS改訂に対応
したものではありません
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SDS (Safety Data Sheet) : 安全データシート

•指定化学物質等を他の事業者に、譲渡、提供する時までに。

•指定化学物質等を他の事業者に、譲渡、提供するごとに。

•ただし、

•同一の事業者に同一の指定化学物質等を継続的又は反復して譲渡、提供する場合は、受領者から請求された場合を除き、既

にSDSの提供が行われている場合には、SDSの提供を省略することができる。

•化管法・安衛法におけるラベル表示・SDS提供制度パンフレット(H28.6)より
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作業環境管理

【目的】

作業環境中のさまざまな有害要因を排除し、快適
な作業環境を維持すること。

【方法】

第１種、第２種有機溶剤を取扱う屋内作業場につ
いて、工学的な対策（局所排気装置等）により有機溶
剤の発散を抑える。また、定期的に作業環境測定を
実施して、その結果（管理区分）に基づいて、適切な
措置（作業環境改善）をとる。
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① 有機溶剤の使用中止

② 有害性の少ない物質への代替

③ 作業方法の改良による発散の防止

④ 発散源となる設備の密閉化・自動化

⑤ 局所排気装置・プッシュプル型換気装置に

よる拡散防止

⑥ 全体換気で有機溶剤の希釈排出

効果大

効果小

作業環境改善のための工学的対策
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局所排気装置

囲い式フード

空気清浄装置

外付け式フード

排気ダクト

排気口
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フードの型式

(a)  囲い式フード（ブース型） (b)  外付け式フード (c)  レシーバ式フード(a)  囲い式フード（ブース型） (b)  外付け式フード (c)  レシーバ式フード

フードは、有害物の発散や作業方法を考慮する。
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有機溶剤に対する制御風速

有機溶剤中毒予防規則第１６条

フードの型式 制御風速（m/s）

囲い式フード ０．４

外付け式
フード

側方吸引型 ０．５

下方吸引型 ０．５

上方吸引型 １．０
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プッシュプル型換気装置

(a) 開放式 (b) 密閉式
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全体換気とその留意事項

発散源

換
気
扇

給
気
口

大気圧より
負圧（－）

発散源

換
気
扇

給
気
口

大気圧より
負圧（－）

必要換気量の確保

給気口と換気扇の配置：
給気が作業場全体を通って

排気される

比重が大きい物：
換気扇を下方に

発散源：
換気扇の近く

作業位置：汚染空気
を吸入しない位置
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排気の処理（空気清浄装置）

【労働安全衛生規則（排気の処理）第579条】
① 局所排気装置等の排気には有機溶剤が含有しており、そ

のまま排気することは大気を汚染し、地球環境破壊の原因
となるので、空気清浄装置を用いてできるだけ清浄化し、
排出基準値以下で屋外に排出する必要がある。

② 有機溶剤の空気清浄装置には、次のような原理に基づい
た排ガス処理装置が一般的に用いられる。

① 活性炭による吸着（溶剤回収）
② 水による吸収
③ 直接又は触媒による燃焼
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作業環境測定

作業区分 作業場の状態 講ずべき措置

第1管理区分
ほとんど(９５％以上)の場所
で、気中有害物質の濃度が、
管理濃度を超えない状態

・現在の管理の継続維持

第2管理区分 気中有害物質の濃度の平
均が、管理濃度を超えない
状態

・作業環境を改善するための必要な
措置を講ずるように努める。

第3管理区分 気中有害物質の濃度の平
均が、管理濃度を超える状
態

・作業環境を改善するための必要な
措置を講ずる。

・有効な保護具の使用
・健康診断の実施、その他健康保持
のための必要な措置

管理区分と管理区分に応じて講ずべき措置

目 的： 職場の作業環境の状態を把握する
実施時期：有機溶剤（第1､2種）の屋内作業場について、

6月以内ごとに1回、測定を実施
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作業管理

【目的】

作業を適切に管理し、作業者が有機溶剤にばく露
されるのを防止すること。

【方法】

作業に伴う有機溶剤の発散を少なくしたり、ばく露
が少なくなるように作業の手順や方法を定める。

必要な場合には、保護具を着用する。
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設備の点検・保守管理

【目的】

定期的に設備の点検を行って、常に有効に稼働
するように保守管理を行う。

【設備と点検方法】

1. 密閉設備・・・密閉部分からの有機溶剤の漏れ

2. 局所排気装置等・・・フード、ダクトからの有機溶剤
の漏れ（日常点検、作業主任者による１ヶ月点検、
定期自主検査）

3. 全体換気装置・・・稼働の有無、気流の流れ



中災防 24

作業方法による対策

1. 有機溶剤の発散防止 ⇒ 有機溶剤を必要以上に使わない。

2. 使用した有機溶剤 ⇒ こぼさない。

3. 容器にはフタをする⇒ 有機溶剤の発散を防ぐ

4. こぼれた有機溶剤 ⇒ ウエスで拭き取る。（保護手袋着用）

5. 有機溶剤のしみ込んだウエス ⇒ ふたのある容器に入れる。

6. 使用済みの有機溶剤 ⇒ 廃液容器に密栓して入れる。
（保護めがね着用）

7. 容器 ⇒ 屋外の一定場所に集積しておく。

＊有機溶剤取扱い場所では、喫煙、飲食はしない。
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•第2章・第3章

•屋内作業場等において有機溶剤業務に労働者を従事させるときは、その作業場所に有機溶剤の
蒸気の発散源を密閉する設備、局所排気装置、プッシュプル型換気装置等を設けなければならない。
有機則適用外であっても、作業の内容、使用する溶剤の有害性の程度に応じて、換気装置の設置、
保護具の使用など労働者の健康障害を予防するための措置を講ずるよう努める。

•有機溶剤に係る設備

25
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作業場への掲示
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有機溶剤の貯蔵・保管

1. 種類ごとに分別して保管する。

2. 保管容器は破損しにくい、蓋ができるものを使用す
る。

3. 容器いっぱいに詰めない。

4. 容器の内容物を表示する。

5. 保管数量はできるだけ少量にする。

6. 施錠できる換気の良い場所に保管する。

7. 空容器は、当該容器を密閉するか、または屋外の
一定の場所に集積する。



中災防 28

JIS規格 ：全て
国家検定：防じんマスク、防毒マスクのみ

（電動ファン付き呼吸用保護具）

国家検定、JIS規格に合格している保護具を使用しましょう。

呼吸用保護具

給気式

自給式
呼吸器

送気マスク

ろ過式

防じん
マスク

防毒
マスク

空気
呼吸器

ホース
マスク

取替え式 使い捨て式
酸素

呼吸器
エアライ ン
マスク

該当する規格は？

酸素濃度１８％以上でのみ有効酸素濃度１８％未満でも有効

呼吸用保護具の選定

電動ﾌｧﾝ付き
呼吸用保護具
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NO又は不明

YES

防毒マスク（有機ガス用）

送気マスク

自給式呼吸器

酸素濃度が18%以上ありますか？

有機溶剤の種類はわかりますか？

YES

NO又は不明

濃度がばく露限界の５０倍以下

YES

有機溶剤の物理化学的性質、
有害性を考慮して選定する。

NO
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マスクの例

30

取り替え式（半面形）

•送気マスク

•空気呼吸器

給 気 式

取り替え式（全面形）
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定性的なフィットテスト

作業者の顔の大きさにあった
保護具を選定する。

フィットチェッカーで吸

気口をふさぐ。

①吸気口をふさいで、ゆっくり息を吸い
込む。

②面体が顔面に吸いつけられるかどう
かを確認する。吸いつけられれば、
漏れはないと考えられる。

①面体の内側と外側の粒子を計
測する。

②内側と外側の粒子の量から漏
れ率を算出する。

定量的なフィットテスト

密着性の確認方法
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労働衛生保護具

【選定のポイント】

１ 規格に適合した保護具を選定する。

２ 有機溶剤の物理化学的性質、有害性を考慮して保
護具を選定する。

３ 作業者の曝露状況を推定し、保護具を選定する。

４ 作業者の顔の大きさにあったマスク面体や保護め
がねを選定する。

５ 保守管理責任者を選任し、使用状況のチェック、性
能の維持管理など点検を行う。
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健康管理（１）

【目的】

健康診断や健康測定を通じて労働者の健康状態
を作業環境や作業との関連を検討することにより、
労働者の健康障害を未然に防ぐこと、さらに心身両
面にわたる健康増進を図ること。

【方法】

定期的な健康診断（一般
健康診断、特殊健康診断）、
健康測定を実施する。
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健康診断（２）

【一般健康診断：定期健康診断】
１年に１回（一般的な健康状態を調べる）

【特殊健康診断：有機溶剤】
６ヶ月に１回

有機溶剤業務に従事する労働者に対して
特別の検診項目について行う。

【措置】
結果の通知
就業上の措置、保健指導、環境改善
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ま と め

① 有機溶剤は、有用性が高く、多くの業種で
広く使用される反面、取扱いを誤ると作業者
の健康に大きな障害を与えることがある。

② 有機溶剤の特性及び有害性をよく認識し、
健康障害予防対策を正しく理解し、実践する
ことが重要となる。

③ 健康障害防止対策の基本の考え方

・取り扱う有機溶剤の特性・有害性を把握する

・発生させない

・拡散させない

・吸引しない（ばく露しない）
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ご清聴ありがとうございました。
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